






























































象の紹介】 学童期 女児 胞巣状軟部肉腫術後残存 治
療期間:2011.9～10月 治療準備は長期休暇中に入院で
行ったが,治療は学校に通いながら行った.【まとめ】 治
療を円滑に行うためには,児の発達段階や嗜好に合わせた
プレパレーションが必要である.また児の生活リズムに合
わせて看護介入していくことで,学校生活と通院 (治療を
含む)の両立が可能になる.【今後の課題】 発達段階の異
なる小児患者に柔軟に対応するには,治療スタッフ間の密
な協働だけでなく,小児科や麻酔科なども含めた多職種に
よる集学的治療体制の整備が必要になる.また今後の社会
生活を見据えた,長期的なサポート体制の確保も求められ
る.
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